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１ 訪問団名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年訪問団 
  

  № 名前 性別 所 属 など 

高
校
生 

1 
加藤
か と う

 優
ゆう

 
女 日本大学藤沢高等学校   ３年 

2 
栁
やな

川
がわ

 詩乃
し の

 
女 神奈川県立小田原高等学校 ２年 

3 
笹元
ささもと

 玲
れ

良
お

 
男 神奈川県立小田原高等学校 ２年 

4 
佐々木
さ さ き

 優
ゆ

理
り

 
女 神奈川県立弥栄高等学校  １年 

中
学
生 

5 
天野
あ ま の

 千
ち

優
ゆ

 
女 秦野市立南中学校 １年 

6 
小池田
こ い け だ

 冬乃
ふ ゆ の

 
女 秦野市立北中学校 ３年 

協
会 

7 
相原
あいはら

 啓子
けいこ

 
女 秦野パサデナ友好協会 

8 
 大草

おおくさ

 淳一
じゅんいち

 
男 秦野パサデナ友好協会 

随
行 

9 
原
はら

 徳郎
 のりお

 
男 文化スポーツ部文化振興課 

10 
福島
ふくしま

 宏
ひろし

 
男 文化スポーツ部文化振興課 

 
 

        

教職員海外派遣研修訪問団     

教
諭 

11 加藤
 かとう

 敦
あつ

視
し

 男 秦野市立大根小学校 

随
行 

12 名取
なとり

 功
いさお

 男 教育部教育指導課 
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２ 日 程 

 

日(曜日) 時間 行動内容 宿泊 

1 月 6 日 

（月）  

 5:50 秦野市役所出発   

10:55 成田空港出発(ＮＨ174) 機内泊 

   7:50 ジョージ・ブッシュ国際空港到着 

Fairfield Inn 

 & Suites Marriott 

   9:00 パサデナ姉妹都市協会の会員による出迎え、空港出発 

  10:00 ホテル到着、チェックイン 

  13:00 スパークス小学校訪問 

  14:00 サンジャシント記念塔見学 

  17:15 Welcome Party、ホストファミリーと対面（ホテル内） 

1 月 7 日 

（火） 

 8:30 警察署見学 

ホームステイ 

 9:30 パサデナ市役所訪問 

   （市長表敬訪問・市議会議場でプレゼンテーション） 

  13:00 サンジャシント短期大学見学 

  14:30 消防署見学 

1 月 8 日 

（水） 

 9:00 ショッピング（Buc-ee’s） 

ホームステイ 10:00 NASA 見学 

  14:00 ショッピング（Walmart 他） 

1 月 9 日 

（木） 

 8:15 キャリア＆テクニカル高等学校見学 

ホームステイ 10:00 テーグ小学校訪問 

 
13:00 海洋技術訓練センター見学 

1月 10日 

（金） 

 8:30 トンプソン中学校訪問 

Fairfield Inn 

 & Suites Marriott 

11:30 ドビー高等学校見学（高校生２～３年生） 

 
14:00 クラレ・アメリカ見学（大人） 

  17:30 サヨナラ・パーティー 

1月 11日 

（土） 

 7:15 ホテル出発 
機内泊 

11:00 ジョージ・ブッシュ国際空港出発(ＮＨ173) 

1月 12日 

（日） 

16:00 成田空港到着   

17:30 成田空港出発   

  20:15 秦野市役所到着   
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３ 事前研修・結団式 

(1) 第１回事前研修（「スカイプ・キャンプ」プレ研修） 

   日 時：令和元年１０月１９日（土）午前９時３０分～正午 

   場 所：保健福祉センター第２会議室及び第４会議室 

内 容：グルーピング、テストスカイプ、質問事項の検討・作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第２回事前研修（スカイプ・キャンプ） 

   日 時：令和元年１０月２５日（金）午後８時～２６日（土）午前９時 

   場 所：表丹沢野外活動センター 

   内 容：トンプソン中学校の生徒とのスカイプ交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語で挨拶する青少年訪問団員 

講師 青木アイリーン先生による指導 タイ人の東海大学留学生もサポート役として参加 

トンプソン中学校の生徒からは演奏のサプライズが！ 
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(3) 第３回事前研修（英会話研修） 

   日 時：令和元年１１月２３日（土・祝） 

午前１０時～正午 

   場 所：秦野市役所教育庁舎大会議室 

   内 容：自己紹介、英語のアウトプットの練習 

 

(4) 第４回事前研修（英会話研修） 

   日 時：令和元年１２月７日（土）午後１時３０分～３時２０分 

   場 所：秦野市役所教育庁舎大会議室 

   内 容：入国審査の練習、お金のやりとり、英会話すごろく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 結団式 

   日 時：令和元年１２月２６日（木）午前１０時～１１時 

   場 所：秦野市役所本庁舎議会第１会議室 

   内 容：訪問団員紹介、団長挨拶、高橋市長挨拶、 

秦野パサデナ友好協会 六本木会長激励挨拶、親書受渡し 

     

 

 

英語で自己紹介する訪問団員 

すごろくで親睦を深めながら 

英語を学ぶ訪問団員 

アメリカドルのやりとりを練習 

高橋市長から親書を託された大草団長 最後に全員で集合写真 
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４ 見学地の概要 

 ≪１≫公的機関 
① パサデナ市役所（PASADENA CITY HALL） 

   市庁舎は、日本のように高さはなく、広大な敷地に平屋造りの建物が点在して 

います。市庁舎の隣には、ＤＶＤの貸出や古本屋まで備えた図書館や警察署など 

があります。 

今回の訪問では、ジェフ・ワグナー市長をはじめ、市職員、市議会議員、警察 

官など、たくさんの方々が迎えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

  ②パサデナ独立学校区（PASADENA INDEPENDENT SCHOOL DISTRICT） 

   小中学校、高校などの教育行政は、市役所とは独立した組織である「パサデナ

独立学校区」が管轄しており、その長としてスーパーインテンデント（教育長）

がいます。 

パサデナ独立学校区は、１８９６年にたった一つの教室しか無い学校から始ま

り、現在では７，２００名の職員、新設された職業訓練高校を含めた全６３校に 

５４，０００名の生徒が在籍するほどに発展しました。公立の学校数は、

Elementary School（日本の小学１～４年）が３６校、Middle School（小学５・

６年）が１１校、Intermediate School（中学１・２年）が１０校、High School

（中学 3 年～高校 3 年）が６校あります。高校まで義務教育であるため、学費は

無料です。 

今回の訪問では、ディアン・パウエル教育長に代わり出席されたアリータ・ハ

ロルド教育長代理に記念品を贈呈した後、質疑に応じてもらいました。 
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③パサデナ消防署（PASADENA FIRE STATION） 

     パサデナ市では、年間約２万件の火事や   

救急の通報が入りますが、対応する多くの  

消防士は、他に仕事を持つボランティアで  

構成されています。市内八つの消防署には、 

主な設備として、消防車の他、ポンプ車２  

台、救急車５台、給水車１台などが配備さ 

れています。 

                  今回の訪問では、２０１７年８月に大型ハリケ

ーン・ハービーに町が襲われた際に消防士が寝泊

まりしていた部屋などを見せてもらいました。消

防車の乗車体験や消防服の試着をさせてもらって

いる最中、突然火事の連絡が入り、隊員たちは緊

張した面持ちで現場へ急行していきました。 

 

 

≪２≫学 校 
① テーグ小学校（TEAGUE ELEMENTARY SCHOOL） 

   日本の小学１～４年生に当たる年齢の児童

が通う公立小学校。秦野市立本町小学校と 

１９８４年に姉妹校提携を結んでおり、   

その証として本町小学校から贈られた記念品

が展示されています。 

校内にはキンダーガーテン（６歳児）の教

室もあり、英語とスペイン語の母国語の違い      

によってクラスは分かれており、幼少期から

パソコンに触れる教育が施されていることも

特徴です。 

                   今回の訪問では、体育の授業に参加させて

もらい、身体を動かすゲームで大盛り上がり

しました。 
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② スパークス小学校（SPARKS ELEMENTARY SCHOOL） 

                   日本の小学１～４年生に当たる年齢の児童

が通う公立小学校。秦野市立西小学校と 

１９８７年に姉妹校提携を結んでいます。入

口を入って間もなく、廊下に飾られたきれい

なクリスマスのイルミネーションが訪問団一

行を歓迎してくれました。 

    

全ての職員が児童一人ひとりの成長過程や 

学習状況を把握するとともに、教室には児童 

のニーズに合わせた椅子や机が置かれるなど、 

児童を第一に考えた工夫が随所に見られました。 

 

 

③ トンプソン中学校（THOMPSON INTERMEDIATE SCHOOL） 

   日本の中学１～２年生に当たる年齢の生

徒が通う公立中学校で、約１，００0 名の

生徒が在籍しています。 

   沢山の課外授業（クラブ活動）があり、

生徒は複数のクラブに参加することができ

ます。中でもオーケストラなどの音楽クラ

ブは、テキサス州内で数多くの賞を獲得す

る活躍を見せています。 

                   ２００９年に秦野市立渋沢中学校と姉妹校

提携を結んでおり、２０１４年からは

Hadano Clubの生徒を中心にSkypeを使っ

た交流も行っています。 

    今回の訪問では、青少年３名がトンプソン

中学校の生徒と一緒に授業に参加させてもら

い、貴重な体験をしました。 
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④ キャリア＆テクニカル高等学校（CAREER＆TECHNICAL HIGH SCHOOL） 

   日本の中学３年～高校３年生に当たる年齢の生徒

が、就職に必要な知識や技術を学ぶ高等学校。この

学校に通う生徒は、農業、商業、保健衛生、建設、

土木技術、運送の六つの専門領域の中から、学びた

い領域を選択します。 

                  授業の内容には、

インターンシップなど実際の職場を体験するこ

とができるプログラムも組み込まれています。

サンジャシント短期大学との協働プログラムに

より、大学の単位を取得することもできます。 

                  今回の訪問では、２グループに分かれて、授

業や実習で利用されている教室や施設を案内し

ていただきました。 

 

⑤ サンジャシント短期大学（San Jacinto College） 

パサデナ市と隣町のヒューストン市のキャンパ 

スで約３０，０００名の学生が学ぶ、１９６１年

創立のコミュニティーカレッジ。オランダの石油

化学メーカーや日本の光学機器・電子機器メーカ

ーなどと産学連携の取組も多数行っています。 

また、トリニティ湾に面した海洋技術訓練セン

ターは、米国沿岸警備隊公認の施設で、巨大

シミュレーターを使った船の操縦や実地での

訓練を積むことができます。そうした多彩な

プログラムを数多く取り揃えていることなど

が高く評価され、２０１９年には全米でもト

ップ１０のコミュニティーカレッジに選ばれ

ました。 
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 ≪３≫観光地 
①サンジャシント記念塔（THE SAN JACINTO MONUMENT） 

   １９３９年に、テキサス独立戦争で亡くなっ

た全ての兵士を追悼するために建てられた記念

塔。高さは１７４メートルあり、世界で最も高

い柱型の石造建築とされています。 

   コンクリートと石灰岩でできた巨大な塔の頂

には、テキサス州を象徴する「ローンスター（一

つ星）」が飾られ、塔の台座部分には、独立戦

争前後のテキサスの重要な歴史に関する記述が

刻まれています。高さ１５２メートル地点にあ

る展望台には、エレベーターで登ることができ、

ヒューストンの風景を一望できます。 

  また、隣接するサンジャシント州立公園には、第１次世界大戦や第２次世界大

戦に参戦した戦艦テキサス（BATTLESHIP TEXAS）が、博物館を兼ねた記念

艦として静態保存されています。 

 

②ジョンソン宇宙センター（JOHNSON SPACE CENTER） 

   ヒューストン市内にあるアメリカ航空宇宙局 

（NASA）の宇宙センターです。全米に１０施設 

ある NASA のフィールドセンターの一つです。 

元 は 、 有 人 宇 宙 セ ン タ ー （ MANNED 

SPACECRAFT CENTER）と呼ばれていまし 

たが、１９７３年に、テキサス州出身の元アメリ 

カ合衆国大統領である、故リンドン・Ｂ・ジョン 

ソンに敬意を表し、現在の名称に改名されました。 

 

ア スペースセンター・ヒューストン（SPACE CENTER HOUSTON） 

見学者が最初に入場する施設です。館内には、

子どもから大人まで楽しむことができる、宇宙関

連のアトラクションや体験資料、土産店などが設

置されています。 

この場所を出発地点として、敷地内の施設をト

ラムで巡る見学ツアーが用意されています。今回

は、現役の NASA 職員として活躍する、通訳の方
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にも詳しく案内してもらいました。 

 

イ アポロミッション・コントロールセンター（APOLLO MISSION CONTROL CENTER） 

アポロ１１号による人類初の月面着陸の指揮が

執られた管制室。米国国定歴史建造物に指定され

ています。２０１９年７月２０日、月面着陸から

５０周年を記念し、完全復元・公開されました。  

当時、他部署との手紙のやり取りに、長く伸び

た透明な筒が使われていましたが、中にはコーラ

のボトルを入れる職員もいたそうです。 

見学ツアーでは、管制室を背面から覗くことが

できます。 

 

５ ホームステイ 

≪１≫青少年、友好協会 
①加藤優＆天野千優 

【ステイ先】Garcia 家 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガルシア家の皆さんはとても親切で、１日目からまるで自

分の家にいるかのような居心地のよさでした。色々な場所へ

連れて行ってくれ、お互いについて沢山話すことができまし

た。いつかまた会いに行きたいです。 

加藤優さん（高３） 

私たちを受け入れてくれたファミリーは、心から優しく「お

もてなし」をしてくださいました。 癒された事は 2 歳の男の

子と可愛らしい犬でした。その子と犬ともたくさん遊べまし

た。ショッピ ングやアイススケートへも連れて行ってくださ

り、素敵なネックレスまでいただきました。さらに、私たち

が滞在中に体験した思い出の写真をプリントしてくださいま

した。とても素敵な思い出になりました。何よりも、アメリ

カの人々とたくさん話し、笑い会えた事は、とても良い経験 

になりました。 

天野千優さん（中１） 
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②相原啓子＆栁川詩乃 

【ステイ先】Nicol 家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③佐々木優理＆小池田冬乃 

【ステイ先】Mendez 家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコルさんは、１１歳と３歳の息子さんがいる方で、子育てが忙しい

中ホストファミリーとして私たちを歓迎してくれました。最新版のウノ

で女性３人が盛り上がり、時間も忘れて楽しいひと時を過ごしました。 

相原啓子さん（友好協会） 

最初は緊張していましたが、ホストマザーが沢山話しかけ

てくれて、私の話をゆっくり聞いてくれたので会話を楽しむ

ことができました。子供達にルームツアーをしてもらい、一

緒に LEGO を作ったり犬と遊んだりして過ごしました。 

栁川詩乃さん（高２） 

最初は不安だったのですが、とても暖かく迎え入れてくれて楽し

く過ごすことができました。パサデナの日常生活が体験できたこと

やホストファミリーとたくさん会話できて嬉しかったです。また、

パサデナに行きたいです。 

 

佐々木優理さん（高１） 

渡米前は不安がありましたが、事前にメールを送った時「不安が

あるのは普通のこと、心配しなくていいよ」と返事をくれました。

滞在中も Mari と Will の優しい心遣いのおかげで本当に楽しい時間

を過ごすことができました。 

小池田冬乃さん（中３） 



 

- 12 - 

④大草淳一【ステイ先】Cowart 家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤笹元玲良【ステイ先】Cortese 家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケビンさんのご家庭は、奥様と二人の娘さんの4人家族。お子さんが小さ

いので大変そうでしたが、たくさんお話したり遊んだりしました。ケビン

さんとは毎朝いろんな国のおいしい朝食を紹介してもらいました。 

大草淳一さん（友好協会） 

笹元玲良くん（高２） 

出発する数日前に一人でホームステイすることが決まり緊張していましたが、とて

も優しいホストファミリーで初日から楽しく過ごせました。初日はクーパーくんのラ

クロスの練習を見た後、メキシコ料理店でキャサディアというものを食べましたが、

とてもおいしかったです。 

２日目はショッピングモールへ行きタピオカと洋服を買い、ゲームショップをのぞ

きました。その日の夕食は、日本料理店でうどんを食べました。ホストファミリーが

みんな箸を使っていたのに驚きました。夜はクーパーくんとゲーム（PS4）をして遊

びました。 

３日目は前市長などの家にみんなで集まりホームパーティーに参加しました。 

３日間だけでしたが、いろいろお話して、たくさんの思い出ができました。 

またいつか会いに行きたいです。 
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 ≪２≫教職員 
加藤敦視＆名取功 

【ステイ先】Arnold 家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカでの生活や日常的な会話を体験的に学べたことは

大きな財産だと思っています。 

また、現地のアメリカ人と交流を持ち、パサデナでの暮ら 

しや疑問に思ったこと、パサデナの方言などについて会話で

きたことがうれしく思います。 

 しかし会話を続けることが難しく自分の理解力や返し方な

ど一方通行になってしまうことがあったので、これから学習

して幅を広げていきたいです。 

 

加藤敦視先生（大根小） 

名取功先生（教育指導課） 

テリー・キャロル夫妻には、大変お世話になりました。 

滞在させていただいた部屋は、高級ホテルのようで大変素晴らしく、AI ス

ピーカーや自動ガレージシャッター等ハイテク機器が揃っており、とても

進んでいるなと感心させられました。 

 また、日々の充実した活動の他、毎晩、日本人の私には想像を遥かに超

えるサプライズを用意していただき、全てが思い出深く心に残っています。 

 ゲイル会長をはじめ、パサデナの皆さんはとても温かくフレンドリーで、

ぜひまたお会いできればと思います。本当にありがとうございました。 
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６ 訪問記録 

 ≪１日目≫１月 6 日（月） 
 

午前５時４０分、団員１２名全員が秦野市役所西庁舎１階ロビーに集合しました。 

見送りには、団員の家族や学校職員、秦野パサデ

ナ友好協会の皆さんなど、大勢の方が来てくれま

した。秦野パサデナ友好協会 六本木会長からは、

「市の代表として訪問することを忘れず心得るこ

と。そして、安心・安全に気を付け、楽しんでき

てください。」など、激励の言葉をいただきまし

た。たくさんの人に見送られ、大きな期待と少し

の不安を胸に出発しました。 

成田空港へと向かうバスの中では、早朝ということもあり、訪問団のほとんどが寝

ていましたが、その中で一人、笹元くんが勉強をしていることにみんなが驚きました。

空港に到着し、搭乗手続を済ませた後、みんなで朝ご飯を食べました。そして午前 

１０時５０分、私たちが乗る全日空１７４便は成田空港を離陸しました。飛行機の中

では睡眠も取りつつ、最新の映画やドラマ、おいしい機内食を楽しみました。約１２

時間のフライトを経て、現地時間の午前 7 時３０分頃、遂にジョージ・ブッシュ国際

空港に到着しました。無事入国審査を通過し、到着ゲートを過ぎると、パサデナ姉妹

都市協会の方々が Welcome to Pasadena!!と書いてある横断幕を持って、笑顔で迎

えてくれました。 

姉妹都市協会が手配してくれた車に乗り込み、

パサデナ市へ向かいました。ホテルに到着して、

荷物を置いた後、Dairy Queen というハンバー

ガーとソフトクリームの店へランチに行きまし

た。ポテトは量が多く、ハンバーガーはビッグ

サイズでした。また、ソフトクリーム作りに挑

戦した団員もいました。 

一息ついた後、スパークス小学校を訪問しまし

た。私たちの訪問のために、クリスマスの飾り付

けを残しておいてくれていました。廊下が可愛ら

しい電飾でいっぱいで子供たちが作ったオーナメ
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ントなども飾ってありました。学校全体でイベントを祝うというのは日本にはあまり

ないので、羨ましかったです。教室には、一人ずつ使えるコンピューターやバランス

ボールの椅子、フラフープまでもが置かれていました。このバランスボールの椅子は、

動き回ってしまう生徒が授業で使うためのものでした。そんな発想があるのか、と感

動しました。また、パサデナの学校は朝が早く、学校で朝食をとるそうです。これな

ら規則正しい生活ができそうだと思いました。 

その後は、サンジャシント記念塔に行きました。高さは１７４メートルもあり、テ

キサス独立戦争で亡くなった兵士の栄誉を称えるために建てられました。塔の頂上に

はテキサス州を象徴する「ローンスター」というひとつ星が飾られています。このロ

ーンスターだけで、高さ１０メートル、重さ２２０トンもあります。 

夕方ホテルに戻ってからは、ウェルカムパーティ

ーが始まりました。ホストファミリーたちが集まっ

てくれて、一緒に食事をしました。どんな人だろう

と緊張していましたが、家族の写真を見せてくれた

り、冗談を言って笑わせてくれたりしました。「そ

んなに気を張らなくても大丈夫」と言われ安心でき

ました。フライト時間が長かったこともあり、気遣

ってくれました。パーティーでは、名取先生の誕生日もお祝いしました。とても大き

くてすごい色をしたケーキをみて、アメリカだなと思いました。パサデナで初めて食

べたケーキはびっくりするほど甘かったです。一日目から予定が盛りだくさんでした。 

【加藤（優）・栁川】 
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 ≪２日目≫１月７日（火） 
  

２日目は、警察署の見学から始まりまし

た。警察官の方々のおもてなしは、とても

素晴らしかったです。入口のドアの前で整

列して待ってくれていて、私たちにワッペ

ンを配ってくれました。大柄でがっちりし

た警察官もいましたが、みんな優しかった

です。また、女性の警察官も少なくなかっ

たです。みんな必ず腰の自分にも相手にも

見えるところに銃をつけていました。一番印象的だったものは、管理室のような部屋

です。そこには、パサデナ市内にある防犯カメラの映像が大きなスクリーンに映し出

されていて、かっこいいなと感じました。 

次に、パサデナ市役所に行きました。そこで初め

てワグナー市長にお会いしました。市長から大草団

長にこの訪問を記念し、「２０２０年１月７日をパサ

デナ市と秦野市の姉妹都市記念日とする。」と書かれ

た宣言書が贈られました。また、近々パサデナ市内

に日本庭園風の公園が建設されるというお話もあり

ました。その後、議場へ移動しました。議場では、

一般市民が小規模ビジネスのための環境整備などに

ついて陳情する様子を見学した後、私たち一人ひと

りが、パサデナで学びたいことや体験してみたいことをみんなの前で話しました。正

直、かなり緊張しました。 

 市役所訪問の後は、サンジャシント短期大

学に移動し、そこでおいしいランチをいただ

きました。Dr. Brenda Hellyer 学長自らが出

迎えてくれ、カリキュラムの概要や学生の卒

業後の進路などについて話してくれました。

お腹いっぱいになった後、学内を見学させて

もらいました。パサデナ市は近隣に国際空港

や大きな港があることから、日本の大手企業

も数多く進出しています。サンジャシント短期大学では、そうした企業などとの産学
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連携の取組が進められおり、企業から提供される機材や施設を活用した実習の様子を

見ることができました。特に、各研究室での安全管理が徹底している点に感銘を受け

ました。 

この日最後の訪問は、消防署でした。パサデナ市

には消防署が８か所あり、署長以外のほとんどがボ

ランティアとして働いていると聞きました。海外で

はボランティア活動が積極的に行われている印象が

ありましたが、人命にかかわる仕事でも、多くの人

が参加している事実に大変驚かされました。消防署

内の見学では、実際に大きな消防車に乗車させても

らったり、消防服の試着をさせてもらいました。 

【笹元・天野】 

 

 

 ≪３日目≫１月８日（水） 
 

 この日は、高速道路のサービスエリアにある

Buc-ee’s でのショッピングからスタートしま

した。駐車場に入ってすぐ、たくさんの無人ガ

ソリンスタンドがありました。Buc-ee’s オリ

ジナルのキャラクターのコップや帽子、Ｔシャ

ツやその地域のお土産がたくさん売っていまし

た。量り売りのジャーキー、フローズンなども

ありました。バーベキューセットも売っており、

燻製まで作れるものもあり驚きました。近くに

はたくさんの冷凍庫が置いてあり、開けると氷が大量に袋詰めされていました。建物

や駐車場がとても広かったです。広いので見ごたえがありました。 
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そして、パサデナ訪問の中でも

特に楽しみにしていた NASA へ

向かいました。途中のマクドナル

ドがスペース仕様でとてもかわい

く、私たちの気持ちは一気に高ま

りました。NASA に到着すると、

入口の前で記念撮影しました。入

口の建物の横には宇宙船を運んで

いる飛行機の大きな模型が置いて

ありました。建物の中に入ると、

たくさんの種類の宇宙服や宇宙船内の施設などがいっぱい展示されていて、その空間

を収めようとみんながカメラを向けていました。少し暗くなっていたのも雰囲気が良

かったです。敷地内の施設を見学できるツアーが 2 種類あり、アポロ１１号が人類初

の月面着陸を果たしたときの管制室を見学するツアーに参加しました。無人の管制室

に、映像や当時の音声、説明のアナウンスが流れてきて、迫力のあるツアーでした。

ボランティアで通訳をしてくれためぐみさんが NASA で働いているため、詳しく話

してくれました。お土産も宇宙食など NASA ならではのものがたくさん売っていま

した。お昼は、NASA 内のフードコートで好きなものを買って食べました。めぐみさ

んが NASA の近くのマクドナルドではポテトを持っている宇宙飛行士がいると教え

てくれました。横を通る時に写真を撮ることができました。 

NASA 見学の後は、帰り道にあるショッピングモ

ールへ行きました。自由行動で各自お土産などを買

い、その後ホストファミリーと合流しました。私と

千優ちゃんはニコル家とピザを食べに行きました。

ホストファミリーの家に帰った後は、ジーナと 3 人

で公園内にあるスケート場へ。滑ることができるか

不安でしたが、千優ちゃんと一緒に楽しく滑ること

ができ、とても充実した一日になりました。 

【佐々木・加藤（優）】 
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 ≪４日目≫１月９日（木） 

 
 朝、ホストマザーがトンプソン中学校まで送っ

てくれて、すぐにキャリア＆テクニカルハイスク

ール（ＣＴＨＳ）に見学へ行きました。Steven 

Fleming 校長が案内役を買って出てくれました。

２４ものプログラムに分かれていて、一つひとつ

の施設がどれも本格的でした。ここでは企業で即戦力となるような人材を育成してい

ます。授業は基礎教養と専門分野があり、生徒たちは自分の好きな分野を深く学べる

ため、とても楽しそうでした。たくさんのプログラムの授業風景を見学できて、とて

も楽しかったです。 

その後、テーグ小学校を訪問しました。

初日のスパークス小学校で見たようなクリ

スマスの飾り付けは片付いてしまっていま

したが、生徒たちの授業の様子を見ること

ができました。図書室でプレゼントをもら

いました。T シャツや子供たちが書いてく

れた手紙などが入っていて、とても嬉しか

ったです。体育の授業にも参加させてもら

いました。ローラーの付いた台に座って相手の持っているコップを落とすゲームをし

ました。意外と難しくて足を使うのに疲れました。パサデナの学校は何もかもが新鮮

でわくわくします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜キャリア＆テクニカルハイスクール（ＣＴＨＳ）＞ 

２０１３年設立の同校は、職業訓練高校で、次の六つの専門領域からなっています。 

 

①農業アカデミー②ビジネス＆ヒューマンサービスアカデミー③保健サービスアカデ

ミー④製造＆建設アカデミー⑤テクノロジー＆エンジニアリングアカデミー⑥運送＆

船舶輸送アカデミー 

 これらの専門領域の下にさらに ①獣医・フラワーアレンジメント・園芸 ②経営学

/会計・保育・美容・料理・医療・刑事裁判 ③看護師・薬剤師・歯科衛生士・救急救

命士 ④大工・電気工学・溶接工 ⑤映像制作・グラフィックデザイン・ロボット工学 

⑥自動車修理・船舶関係…など多数のプログラムが用意されています。 
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 午 後 は トリニティ湾沿いの  Maritime 

Technology＆Training Center に行きまし

た。そこは米国沿岸警備隊に承認され、国際的

に認められた海事訓練などを職業船員にも提供

している場所です。 

 そこに到着して最初に美味しいランチをいた

だきました。グラスに盛り付けられたデザート

はどれも美味しそうで選ぶのに苦労しました。そのあと私たちは船の操縦のシミュレ

ーションを体験しました。ゲームみたいで楽しく行うことができました。他にも運河

を行き交う船を見ることができました。とても大きな船を間近で見ることができて、

すごい迫力でした。 

 その後、TOUR OF HOMES（豪邸めぐり）に

行きました。私たちは４軒の家をめぐりました。

そこでは地域の方々が訪問団のためにクリスマス

のイルミネーションを残していてくれたり、たく

さんのごちそうを用意してくれていました。私た

ちはディナーをいただきながらその家を自由に見

学することができ、リビングルーム、ベッドルー

ム、お庭などそれぞれの場所が日本と比べるとも

のすごく広く、皆驚きを隠せませんでした。特に

印象的だったのはプールの中に鮫のペイントがさ

れていたことです。思わず『ドキッ』としてしま

いました。 

 また、一軒一軒を移動する時に馬車に乗りまし

た。普段、車や電車などに乗って移動する私たち

にとって馬車に乗るのはとても不思議な感じがしました。 

 最後の家ではカラオケがあり、現地の方がカントリーソングを歌ってくれました。

その後、大草団長は「Love Me Tender」を披露してくれました。 【栁川・小池田】 

 

 

 

 

＜ホームツアーで私たちを受け入れてくれた家族＞ 

１ Leesa and Johnny Carson さん（Leesa は Jeanie and Johnny Isbell さんの御息女） 

２ Tracy and Neal McGovern さん（Jodie and Jim Adkins さんの御友人） 

３ Jeanie and Johnny Isbell さん（Johny は前パサデナ市長） 

４ Jodie and Jim Adkins さん（２０１９年４月来秦） 
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≪５日目≫１月１０日（金） 

 
この日は、朝食をトンプソン

中学校の図書室でいただきまし

た。朝早くから準備してくれて

いたことに感謝の気持ちが湧き

ました。朝食の後はプレゼント

をもらいました。スクールバッ

グから各自の名前が入った置き

物までたくさんいただきました。

その後お昼までトンプソン中学校を見学し、大人、中学生と高校１年生、高校生２・

３年生の三つのグループに分かれて行動しました。 

僕たちはドビー高校に行きました。ドビー高校は学年で校舎が分かれていて、僕た

ちが訪れたのは 9th grade の校舎でした。農学、

音楽の授業に参加しました。授業の中で YouTube

などを活用していました。また、音楽では基礎を大

事にレベルの高い授業をしていました。ランチは、

案内をしてくれた子と校長先生と一緒に食べました。

午前中を通してスケールの大きさに圧倒されました。 

午後５時、サヨナラ・パーティーが始まりました。

パーティーにはパサデナ市や友好協会の方からホス

トファミリーや学校関係の方まで、大勢の人たちが

参加しました。ビュッフェスタイルのテキサス料理やケーキでもてなしてくれました。

机にはプレゼントが置かれていました。伝統舞踊や楽器演奏などで会場を盛り上げて

くれました。 
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ゲイル会長のお話や忙しい中来てくれたとてもフレンドリーな市長のお話がありま

した。その後、今回の訪問やホストファミリーへのお礼の言葉を一人ずつ英語でスピ

ーチしました。最初にホストファミリーと会った時よりも緊張が取れていたのか、み

んな自信を持って英語でスピーチしていました。フレンドリーでとても賑やかで楽し

いパーティーでした。みんな、もっとパサデナに居たい、まだ帰りたくないと別れを

惜しみつつ、パサデナでの最後の夜を楽しみました。 

【笹元・佐々木】 
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７ 報告会 

 (1) 日 時 

   令和２年１月２７日（月）午後５時～５時３０分 

 (2) 場 所 

   秦野市役所本庁舎講堂 

 (3) 内 容 

   訪問団員から一人ずつ、想いのこもった報告が行われ、ワグナー市長からいた

だいた姉妹都市記念日の宣言書が大草団長から高橋市長へ渡されました。 

最後に、市長及び秦野パサデナ友好協会会長からお言葉をいただきました。 
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８ 感想文 

 ≪１≫青少年訪問団 

秦野パサデナ友好協会   

                            大草 淳一（訪問団長） 

 

これまでの海外旅行とは全く違う立場での訪

問に、多少なりとも責任を感じた準備から出発

となりました。数回の研修を経てはいるものの、

訪問者同士がお互いを知るには時間が短い感は

否めませんでした。しかし、それでも素晴らし

い友情が生まれた要因は、今回のホームステイ

であることには間違いありません。それは遠い

異国の家庭におかれた者同士の一種の連帯感が

大きく作用しているのかも知れません。 

 私自身、英会話力に自信があるわけではないので、通訳の福島さんには大変お世話

になることになりました。様々な場面で、こんな使い方が、こんな言い回しが、聞い

て初めて「知っていても使えない英語」を実感することができました。ホストファミ

リーでお世話になったケビンさん一家には乳幼児もいらっしゃり、奥様も大変な中で

宿泊させていただいたことには大変感謝しています。3 日間という短い時間ではあり

ましたが、アメリカのご家庭のリアルな部分ものぞかせていただくことができました。

この訪問中に知り合いになれた方々とは、これからもメールなどを通して連絡を取っ

ていきたいと思います。 

今回の訪問ではパサデナ側のゲイル会長には、トン

プソン中学校の職員でホストファミリーを引き受けて

いただいた方々、多くのボランティアの方々との連絡

や調整など、すべての面でのサポートをいただいたこ

とに心から感謝したいです。この訪問を通して体験し

たすべてのことを今後の友好協会の活動に生かしてい

くとともに、参加した青少年の皆さんが訪問で経験し

た貴重な体験を成長の一助とし、両市の友情の懸け橋

となってもらいたいと願っています。 
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秦野パサデナ友好協会 

                                 相原 啓子 

 

私にとって４回目となるパサデナ市

訪問は、新たな出会いと姉妹都市との

繋がりの大切さを再度実感した貴重な

１週間となりました。 

 アメリカの方々は、ボランティア精

神が旺盛で、今回出会った秦恵さん、

ミカハスラーさんともに日本人で、日

本人の団体がパサデナに訪れることを

聞きつけ、通訳として自分が役に立て

ればと来てくれました。会話をしていく中で、ミカハスラーさんがヒューストンでと

ても有名なヴァイオリンニストとして活躍されているということを知ったので、「秦

野には山田和樹さんという有名な指揮者がいる」とお話をしました。それがきっかけ

で、ミカさんとは移動の際にも山田和樹さんやミカさんの音楽活動の話で盛り上がり

ました。私はミカさんの家にお招きにあずかり、恵さんと行って音楽の話題になった

とき、なんと恵さんもＮＡＳＡで宇宙飛行士のプロジェクトの仕事をしながら、アコ

ーディオンオーケストラを持ち音楽活動をしていることが分かりました。お二人とは、

年齢も近いということもあり音楽の話で大変盛り上がりました。お二人とも、「山田

和樹さんが育った秦野にぜひ行ってみたい。」と言ってくださいました。５月には、

メグミさんが日本に来る機会があるので、その時にできれば、秦野に来ていただいて、

再会できればと思っています。 

 新たな出会いと共に、パサデナの方々が姉妹都市の繋がりをとても大切に思ってく

れていることを改めて実感しました。パサデナの方々との会話や行動には、今まで以

上に私たちを歓迎してくれていると思えることが多々ありました。この背景にはきっ

と「ハリケーンで莫大な被害が出た時に秦野からの気持ちを届けたこと」、「昨年パ

サデナからの訪問を秦野の人たちが心より歓迎したこと」等、今まで以上に秦野の人

たちがパサデナの人たちとの友好を大切にしていることを感じてくれていたのだと思

います。５５年以上の年月が、アメリカと日本の距離を近くしてくれていると実感し

ました。 
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 このような経験ができたことは、私にとっても貴重な財産になりました。これから

も、パサデナと秦野の繋がりを深めていけるような活動を秦野市や秦野パサデナ友好

協会などを通じて、行っていけたらと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 27 - 

 

日本大学藤沢高等学校  

加藤 優  

 

私は今回の訪問で実際に現地に行き、自分の英

語力を試したい、また、日本とは違う文化を知り、

触れてみたいと思っていました。しかし、この 2

つの目標どころか自分が想像もしていなかったほ

ど多くのことを学ぶことができ、吸収することが

できました。 

まず、英語力に関してはまだまだ足りないとい

う事を身に染みて感じました。聞き取れるけれど、

自分の言いたいことを上手く言葉に出来ないといった事が多くありました。正直、今

回の訪問では単語を並べただけでも意味をくみ取ってくれる事が多々あり、会話の中

できれいな文章を作ることが難しかったです。普段の生活から英文を作る習慣をつけ

ていけるように意識していくことが大切だと思いました。 

また、日本との文化の違いについては、現地では様々な学校を訪問する機会が多く

あり、自分の目でその違いをはっきりと理解する事ができました。中でも私が関心を

持ったのは、テーグ小学校を訪問した際、カラフルで、バランスのとりにくい椅子や

子供が座る位置だけにくぼみがある机があり、子供たちが集中しやすい環境作りがな

されていた事です。日本にもテーグ小学校のような工夫を取り入れることができたら

子供たちの勉強への関心が高まるのではないかと思います。 

その他にも、町のいたるところに国旗があること

や、道路の道幅がとても広いこと、学校に制服はな

いけれど私服に関する決まりは意外と厳しいという

ことなど、どれも日本とは真逆で、日本に比べて自

由でいいなあと感じる機会が多かったように思いま

す。その一方で、町のスーパーで当たり前のように

銃が売られており、治安の面では安心しきれない部

分もあることもわかりました。 

こんなにもたくさんのことを学ぶことができたの

は、今回のパサデナ訪問に携わった方々、保護者の

協力があったからです。私はこの経験をさせていただけたことに感謝し、今回学んだ
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ことを元に、次のステージに向けて自分のやりたいことをできるように努力していき

たいと思います。そして将来は海外で活躍できる職業に就き、いつか自分の力でパサ

デナの地に戻りたいです。 
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神奈川県立小田原高等学校  

栁川 詩乃  

 

私は、訪問団員に決まった時、行ったことのない国への

憧れと期待でいっぱいでした。一方で、事前研修を重ねる

毎に不安も感じるようになっていきました。私の英語力で

は現地の人と思うように会話ができないのではないかなど

と考えていました。 

しかし、現地で私が気づいたのは、思っていたよりも自

分がパサデナでの生活に馴染んでいたことです。多くの方

と交流し、たくさん英語も使いましたが、文化の違いなど

気にならないくらい楽しんでいました。これは、現地の人

たちが私たちの訪問を温かく迎えてくれたからだと思いま

す。パサデナでの経験が少しでも良いものになるよう、色々

考えて、歓迎してもらえてとても嬉しかったです。ホームステイ先ではホストマザー

が沢山話しかけてくれて本当の家族の一員のように接してもらい、学校では先生が日

本語の音声を使って授業を進めてくれたりなど、パサデナの人々の優しさにたくさん

触れることができました。 

また、パサデナでは教育にとても力を入れていて、小学校、中学校共に日本では考

えられないようなユニークで楽しい学校でし

た。授業でバランスボールの椅子を使ってい

たり、学校で朝食が出ることなど日本との違

いが興味深かったです。パサデナで過ごした

時間はあっという間で、毎日が充実していて

とても貴重な経験でした。今回の経験を生か

しこれからも国際交流に積極的に参加して行

きたいと強く思います。 
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神奈川県立小田原高等学校 

                                 笹元 玲良  

 

 今回パサデナへ行くことが決まった時、嬉し

さの半面不安もありました。何が不安だったか

というと、それはコミュニケーションできちん

と人と会話ができないのではないかと少し心配

していました。しかし、パサデナで会った人た

ちは皆フレンドリーで優しく、僕が言葉に詰ま

った時も理解してくれようとしていてとても嬉

しかったです。 

国が違うと文化も違うということをよく聞きますが、実際にアメリカに行ってみて

文化の違いを肌で感じました。僕が感じた文化の違いは三つあります。 

まず一つ目は食です。アメリカで出される料理は日本に比べて野菜が少なく、油っ

こい、そして量が多いという印象を受けました。大柄な人が多い理由が分かる気がし

ます。 

二つ目は挨拶です。人によるかもしれませんが、僕の見たアメリカ人はいろんなタ

イミングで自然に挨拶をしていました。例えば朝エレベーターで会った時、「Good 

morning!」と挨拶されました。日本ではこういうことはあまりないように思います。 

三つ目は社会への関心です。国際的な政

治だけでなく州や地域の中の政策やボラン

ティアにも多くの人が関心を持っていて、

ボランティアには学生もたくさん参加して

いるといることを聞きました。 

これらのように、アメリカで経験、体験し

てきたことを周りの人に伝え、今後の自分

の人生にも役立てていきたいと考えていま

す。ありがとうございました。 
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神奈川県立弥栄高等学校 

佐々木 優理  

 

 今回の訪問は異国の文化、考え方、生活を知るとても

良い機会となりました。 

私は初めての海外、初めてのホームステイでした。英

語で会話できるか不安でしたが、パサデナ市の方々、ホ

ストファミリーの方々が優しく温かく迎え入れてくれて、

楽しい 1 週間を過ごすことが出来ました。色々な施設に

連れて行ってくれました。 

小学校に行った時、落ち着いて授業を受けられない子

のために自転車のようなペダルがついている机などがあ

り、落ち着きなさいと子供に注意するのではなく、その

ような子でも授業を受けられるような環境を作ってあげ

るという考え方が素敵だなと思いました。中学校では、授業を体験しました。一人１

台パソコンを持って活用していました。案内してくれた子たちと友達になって、今で

も連絡を取っています。高校、大学は就職に役立つことを学べる施設があり、将来の

ことを第１に考えていることがわかりました。日本との違いを知ることができました。

これ以外にも連れて行ってもらったところは、どこも印象深いです。 

心配していた英語での会話はホストフ

ァミリーの方の気遣いで何とか話すこと

ができました。英語だけの世界に行った

ことで帰国後、学校の英語の授業を受け

たとき ALT の先生のいうことが前より

理解できました。これからももっと英語

を勉強して自信を持って多くの人と会話

できるようになりたいと思いました。 

またパサデナに行きたいです！ 
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秦野市立南中学校  

天野 千優  

 

私は、秦野市の中学生英語スピーチコンテス

トに参加させていただき、思いがけず優勝しま

した。しかも、このコンテストには、秦野市は

じめ、秦野の各団体の皆様の支援で、アメリカ

へのホームステイのプレゼントがありました。

今まで個人旅行で、日本や他の国を訪れたこと

はありましたが、このアメリカ滞在は、他のど

れよりも充実していて学びの多いもので、連日、

わくわく、ドキドキでした。パサデナに到着して、私たちのために、いろいろな行事

がしっかり準備されていることに驚きました。 

パサデナ市をあげて、多くの人々が歓迎して下さいました。送迎運転や同行、案内

のボランティアの方々は、皆明るく優しく接して下さいました。市長さんのお話はユ

ーモアがあり、私を本当にリラックスさせてくれました。お土産もパサデナの名所が

入った思い出に残るものばかりでした。 

小、中、高、大学、警察署、消防署、NASA、博物館見学など盛り沢山で、中学校

では、普段の授業に参加し、理科、社会、音楽などを勉強できました。消防署訪問で

は、実際に消防車に乗せていただきました。一つひとつ全てが、パサデナの人々の心

温まる想いが直接伝わってきて、感激の連続でした。ホームステイは、アメリカの人々

の生活を肌で体験できた貴重なものになりました。 

短いアメリカの旅でしたが、秦野市の

皆様、友好協会の方々をはじめ、多くの

人々が、私たちのために支援、応援をし

てくださり感謝しています。今回の体験

を通して、更に英語を磨き、将来、パサ

デナの人々が日本に来られる時は、私も

ボランテイアの一員となれるよう努力し

ていきます。ありがとうございました。 
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秦野市立北中学校  

小池田 冬乃  

 

今回秦野市の代表でアメリカ、テキサス州

のパサデナ市を訪問し、たくさんの経験をす

ることができたことをとても光栄に思います。 

今回の訪問ではサンジャシント記念塔、

NASA、警察署、消防署、そして市役所など

を見学して昔からの歴史や活動状況などを学

び、市内の小学校から大学までたくさんの学

校を訪れ、施設や実際の授業を見学しました。その中でも特に気になったのは小学校

と中学校です。そこで印象に残ったのは、日本でいう黒板とテレビが合体したプロジ

ェクタースクリーンが各クラスに設置してあったり、生徒一人一人がラップトップ式

のパソコンを用いて授業を受けていたり、バランスボールに座りながら授業を受けて

いたことです。日本もこんな学校だったらいいのになぁと思いました。 

実際に受けたトンプソン中学校の授業は、最初は緊張しましたが、生徒がとてもフ

レンドリーでわからないところはノートを見せてもらい、体育の時間は自由時間でい

ろんな人と会話をすることができました。「君の英語理解できる！」と言われた時は

嬉しかったです。せっかく仲良くなれたのに１日でさよならをするのは寂しい気持ち

でした。 

ホームステイの方はとても優しく接してくれました。いろんな場所へ連れて行って

くれたり、美味しい料理をたくさんごちそうしてくれました。家でも、細かいことま

で優しく声をかけてくれました。「初めて会う私たちに、こんなにも良くしてくれる

なんて、、、」と、とても感動しました。私もこれ

からはホストファミリーの方々みたいに誰に対して

も優しく接しようと思いました。 

私は今回の訪問でたくさんの経験をすることがで

きました。楽しく過ごすことができたのは、お世話

になった多くの方々のおかげです。特に秦野市役所

の方や秦野パサデナ協会の方々、ホストファミリー

の方々、そして派遣団のみなさんには感謝しきれないです。ありがとうございました。 
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 ≪２≫教職員派遣視察団 
秦野市立大根小学校   

教諭 加藤 敦視  

 

始めて訪れる地域だったために刺激的な1週間で

した。印象に残っていることが三つあります。一つ

目は、学校の設備と仕組みです。日本とは根本的に

違い、のびのびと学習している様子が伝わってきま

した。二つ目は、ボランティア制度です。本業とは

別にボランティアをしている精神が素晴らしいと感

じました。規模が違うのでボランティアと初めはわ

かりませんでした。三つ目は、おもてなしです。ど

の施設でも手厚いおもてなしを受けました。ホスト

ファミリーをはじめ、市役所や学校、NASA など親切にしてくれたので楽しく過ごす

ことができました。 

私はパサデナを訪問するに当たって、様々なものに触れ、体験し自分の価値観や視

野を広げたいと考えていました。日本での常識が通じないことや文化の違いなど様々

な発見があったことによって考えの幅を広げることができました。しかし、英語での

コミュニケーションが十分にとれるわけではなかったので、現地の人との会話を続け

ることができませんでした。自分から意見を伝える事、知識をもっとつける事、自分

の力のなさを痛感しました。 

今後のさらなる目標としては、まずは自

分自身の英語の能力向上です。コミュニケ

ーションをさらにとれるようになれば積極

的にアクションを起こすことができます。

次に学んだことを秦野市に還元していきた

いと思います。学校現場で教員に向けては

もちろんのこと、子どもたちにも国際交流

の大切さと関連させながら伝えていきたい

です。 

最後にパサデナとの交流をこれからも深く続けられるように自分にできることに取

り組んでいきたいと思います。 
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